
き
ょ
う
と
の
は
く
ら
ん
か
い

京
都
の
博
覧
会

29知
る

■
京
都
と
博
覧
会

京
都
で
は
日
本
最
初
の
博
覧
会
が
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
西
本

願
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
京
都
府
と
民
間
に
よ
っ
て
創

設
さ
れ
た
京
都
博
覧
会
社
は
、
明
治
五
年
、
西
本
願
寺
・
建
仁
寺
・
知

恩
院
を
会
場
と
し
て
第
一
回
京
都
博
覧
会
を
開
催
。
外
国
人
観
光
客
も

た
く
さ
ん
訪
れ
ま
し
た
。

京
都
博
覧
会
社
（
の
ち
京
都
博
覧
協
会
と
改
称
）
主
催
の
京
都
博
覧

会
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

第
二
回
～
九
回
の
会
場
は
大

宮
御
所
・
仙
洞
御
所
（
い
ず
れ

せ
ん
と
う
ご
し
よ

）

、

も
現
京
都
御
苑
内

で
し
た
が

き
よ
う
と
ぎ
よ
え
ん

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
の

第
十
回
か
ら
、
京
都
御
苑
内
東

南
の
一
角
に
建
設
さ
れ
た
常
設。

の
博
覧
会
場
が
使
わ
れ
ま
し
た

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
に

は
岡
崎
（
現
左
京
区
）
に
博
覧

会
館
が
建
設
さ
れ
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
以
降
は
岡
崎
の
京
都
市

勧
業
館
が
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

■
内
国
勧
業
博
覧
会
っ
て
何
？

、

。

十
九
世
紀

工
業
化
し
た
国
々
で
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ば
ん
こ
く
は
く
ら
ん
か
い

、

、

当
時
の
万
国
博
覧
会
は

国
際
見
本
市
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
の
で

明
治
政
府
は
産
業
の
奨
励
と
国
民
の
啓
蒙
政
策
の
一
環
と
し
て
、
万
国

博
覧
会
へ
積
極
的
に
出
品
す
る
と
と
も
に
、
国
内
に
お
け
る
勧
業
博
覧

会
の
開
催
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
に
は
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
東
京
上

野
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臥
雲
辰
致
が
発
明
し
た
紡
績
機
（
ガ
ラ

が
う
ん
た
っ
ち

紡
績
）
の
展
示
を
は
じ
め
、
出
品
点
数
は
八
万
四
千
三
百
五
十
二
点
。

八
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
会
期
中
に
四
十
五
万
人
余

り
の
入
場
者
を
記
録
し
ま
し
た
。

内
国
勧
業
博
覧
会
は
五
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
第
一
回

か
ら
第
三
回
ま
で
は
東
京
上
野
が
会
場
。
第
四
回
は
京
都
岡
崎
、
第
五

回
は
大
阪
天
王
寺
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会

強
い
誘
致
運
動
の
結
果
、
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
に
あ
わ
せ
て
、

明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
の
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
地

が
京
都
に
決
定
し
ま
し
た
。
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京都御苑内の常設博覧会場図
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会
場
の
岡
崎
は
、
当
時
、
水

田
と
蕪
菁
畑
が
広
が
る
所
で
し

か
ぶ
ら

た
。
そ
の
地
に
、
工
業
館
、
農

林
館
、
器
械
館
、
水
産
館
、
美

術
館
、
動
物
館
や
各
府
県
の
売

店
、
飲
食
店
な
ど
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
出
品
点
数
十
六
万
九

千
点
、
入
場
者
は
四
月
一
日
か

ら
四
か
月
の
会
期
中
百
十
三
万

人
を
こ
え
る
盛
況
で
し
た
。

開
催
に
あ
わ
せ
て
、
京
都
電

気
鉄
道
会
社
が
開
業
し
、
日
本

最
初
の
市
街
電
車
が
走
り
ま
し

。

（

）

。

た

二
月
一
日
に
は
七
条
停
車
場

京
都
駅

と
伏
見
油
掛
間
が
開
業

四
月
一
日
に
は
七
条
停
車
場
か
ら
博
覧
会
場
を
経
て
、
疏
水
ほ
と
り
の

南
禅
寺
船
溜
り
を
結
ぶ
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
業
。
こ
の
区
間
を
時

速
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
り
、
博
覧
会
場
へ
の
足
と
な
り
ま
し
た
。

博
覧
会
開
催
は
京
都
の
経
済
・
文
化
の
復
興
と
再
生
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
の
で
す
。

■
大
正
・
昭
和
の
博
覧
会

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
以
降
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通
し
て
京

都
に
お
け
る
、
大
規
模
な
博
覧
会
は
次
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
十
一
月
の
大
正
天
皇
即
位
大
礼
を
記
念
し

て
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
十
九
日
の
八
十
日
間
、
岡
崎
公
園
を

中
心
に
、
大
典
記
念
京
都
博
覧
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

京
都
の
生
産
品
展
観
と
文
部
省
主
催
の
美
術
展
覧
会
で
し
た
。
財
政
難

や
住
民
の
不
評
な
ど
に
よ
り
計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
勧
業
博

に
比
べ
て
規
模
は
縮
小
し
ま
し
た
が
、
入
場
者
は
八
十
六
万
人
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
は
、
東
宮
殿
下
（
昭
和
天
皇
）
御
成

婚
奉
祝
万
国
博
覧
会
参
加
五
十
年
記
念
博
覧
会
が
岡
崎
公
園
で
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
、
日
本
が
初
め
て
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
出
品
し
て
五
十
年
を
記
念
す
る
博

覧
会
で
、
同
時
に
皇
太
子
ご
成
婚
を
祝
し
た
も
の
で
す
。
入
場
者
数
は

約
百
二
十
二
万
人
。

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
は
昭
和
天
皇
即
位
大
礼
を
祝
し
て
大
礼

記
念
京
都
大
博
覧
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
従
来
の
岡
崎
公
園
に
加

え
、
二
条
城
北
の
京
都
刑
務
所
跡

地
、
お
よ
び
恩
賜
京
都
博
物
館
の

三
か
所
が
会
場
に
あ
て
ら
れ
ま
し

た
。
入
場
者
数
は
約
三
百
十
八
万

人
。工
業
化
と
勧
業
政
策
の
目
的
が

一
応
の
到
達
を
見
た
こ
と
か
ら
、

大
正
末
頃
を
ピ
ー
ク
に
博
覧
会
へ

の
熱
は
全
国
的
に
衰
退
し
て
い
き

ま
し
た
。

第四回内国勧業博覧会場図

大礼記念京都大博覧会岡崎会場
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歩
く
／
見
る

■
岡
崎
公
園

左
京
区
岡
崎
成
勝
寺
町
・
最
勝
寺
町
・
円
勝
寺
町

お
か
ざ
き
こ
う
え
ん

岡
崎
公
園
は
、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
会
場
跡
地
に
明
治
三
十
七

（
一
九
〇
四
）
年
開
設
さ
れ
た
京
都
市
営
公
園
で
す
。
面
積
は
十
万
三

千
百
一
平
方
メ
ー
ト
ル
。
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
で
創
建
さ
れ
た
平

安
神
宮
に
隣
接
し
て
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
ま
で
こ
の
一
帯
に
は
京
都
市
動
物
園
、
京
都
市
美
術
館
、
京
都

会
館
、
京
都
市
勧
業
館
（
み
や
こ
め
っ
せ

、
野
球
場
、
京
都
国
立
近

）

代
美
術
館
、
京
都
府
立
図
書
館
な
ど
が
建
て
ら
れ
、
文
化
地
区
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
市
民
の
文
化
施
設
、
岡
崎
文
化
ゾ
ー
ン
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
京
都
御
苑

上
京
区
京
都
御
苑

き
ょ
う
と
ぎ
ょ
え
ん

京
都
御
苑
は
京
都
御
所
の
外
苑
で
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
の
東

京
遷
都
後
、
宮
家
や
公
家
の
邸
宅
を
取
り
こ
わ
し
た
跡
地
を
整
備
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
、

周
囲
に
石
塁
を
築
き
、
空
地
に
樹
木
や
芝
生
が
植
え
ら
れ
、
現
在
の
国

民
公
園
京
都
御
苑
の
景
観
が
ほ
ぼ
整
い
ま
し
た
。

御
苑
の
東
南
部
（
現
グ
ラ
ウ
ン
ド
富
小
路
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一

帯
）
の
約
一
万
六
千
坪
の
地
に
、
お
雇
い
外
国
人
ワ
グ
ネ
ル
の
設
計
に

。

（

）

よ
る
常
設
の
博
覧
会
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

明
治
十
四

一
八
八
一

年
の
第
十
回
京
都
博
覧
会
か
ら
、
岡
崎
に
会
場
が
移
さ
れ
た
同
三
十
年

ま
で
の
間
、
こ
の
会
場
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

■
み
や
こ
め
っ
せ
（
京
都
市
勧
業
館
）

左
京
区
岡
崎
成
勝
寺
町

平
安
神
宮
の
東
隣
り
に
あ
っ
た
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
美
術
館

の
建
物
を
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
、
現
京
都
市
美
術
館
の
敷

地
に
移
転
し
た
も
の
が
、
第
一
勧
業
館
で
す
。

（

）

、

、

大
正
二

一
九
一
三

年

現
勧
業
館
の
地
に
第
二
勧
業
館
北
館
が

同
四
年
に
南
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
勧
業
館
は
、
大
礼
記
念
京

都
美
術
館
建
設
の
た
め
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
撤
去
。
第
二
勧

業
館
は
、
室
戸
台
風
で
同
九
年
に
倒
壊
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
十
二

年
に
市
民
の
協
力
を
得
て
、
京
都
市
勧
業
館
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

、

、

の
ち
改
築
さ
れ

平
安
建
都
一
二
〇
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
、
京
都
市
勧
業
館
「
み
や
こ
め
っ
せ
」
が
開

館
し
ま
し
た
。

現
在
、
み
や
こ
め
っ
せ
構
内
の
府
立
図
書
館
に
隣
接
す
る
植
込
内
に

は
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
、
京

都
御
苑
内
東
南
隅
に
設
置
さ
れ
た
常
設

博
覧
会
場
を
記
念
す
る
石
碑
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
碑
は
、
も
と
は

京
都
御
苑
内
の
常
設
博
覧
会
場
に
建
て

ら
れ
ま
し
た
が
、
の
ち
勧
業
館
内
へ
移

さ
れ
ま
し
た
。

■
祇
園
甲
部
歌
舞
練
場

東
山
区
祇
園
町
南
側

ぎ
お
ん
こ
う
ぶ
か
ぶ
れ
ん
じ
ょ
う

京
都
の
春
を
彩
る
都
を
ど
り
は
、
京
舞
三
世
井
上
八
千
代
（
一
八
三

八
～
一
九
三
九
）
が
伊
勢
音
頭
の
総
踊
り
を
と
り
い
れ
て
振
り
付
け
、

京
都
府
参
事
槇
村
正
直
が
作
詞
し
た
と
伝
え
る
舞
芸
妓
に
よ
る
舞
踊

ま
き
む
ら
ま
さ
な
お

会
。
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明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、
第
一
回
京
都
博
覧
会
の
附
博
覧
、
す
な

つ
け
は
く
ら
ん

わ
ち
博
覧
会
の
余
興
と
し
て
催
さ
れ
た
「
鴨
東
花
街
ノ
歌
舞
」
に
は
じ

ま
り
ま
す
。
祇
園
新
地
橋
東
入
南
側
の
貸
席
松
の
屋
を
会
場
と
し
て
、

博
覧
会
開
催
期
間
中
、
七
十
日
間
に
わ
た
っ
て
祇
園
芸
妓
に
よ
る
興
行

が
続
き
ま
し
た
。

大
変
人
気
が
高
く
、
以
後
の
博
覧
会
の
呼
び
物
と
し
て
毎
回
続
け
る

と
と
も
に
、
毎
年
桜
の
時
期
、
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
興
行
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
二
回
目
以
降
は
常
設
会
場
と
し
て
、
祇
園
甲
部

歌
舞
練
場
が
四
条
花
見
小
路
下
る
西
側
の
成

住

院
跡
に
建
て
ら
れ
ま

じ
よ
う
じ
ゆ
う
い
ん

。

（

）

。

、

し
た

昭
和
十

一
九
三
五

年
現
在
地
に
移
転

都
を
ど
り
の
ほ
か

温
習
会
や
邦
楽
・
邦
舞
の
発
表
会
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
コ
ー
ス
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
舞
妓
さ
ん
の
京
舞
な
ど
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。


